
「地域見える化GIS ジオグラフ」
活用の利点２

ジオグラフ（ 図１  ）には、さまざまな地域の統計を
３次元グラフで「見える化（可視化）」させた地図が配
置されている。

各種データを基にした地図は、直感的に操作して表示
することが可能である。ICT 機器の操作に慣れている高
校生にとっては、問題はないだろう。万が一、使用方法
に迷った場合でも、ロールプレイングゲームのような画
面で、使い方をレクチャーしてくれるページもあり、親
しみやすい（ 図２  ）。また、ジオグラフでは、さまざま
なデータを表現した地図へのアプローチをしやすくする
工夫として、学習する大項目・単元ごとにページが分か
れている。図３  は、「地理総合」を対象としたトップペー
ジであり、例えば「自然環境と防災」をクリックすると、
その先には、13 個のテーマごとの統計地図であるジオ
グラフへのリンクが用意されている。

 はじめに１
「地理総合」が始まって２年目を迎えた。学校現場では、

大項目「Ｃ 持続可能な地域づくりと私たち」に割く時
間が足りないという話を聞くことがある。特に、「地理総
合」のまとめの単元である大項目Ｃ（２）「生活圏の調査
と地域の展望」の実施状況はいかがだろうか。Ｃ（１）「自
然環境と防災」までは時間が割けても、Ｃ（２）には十分
な時間が捻出できないケースが多いのではないだろうか。

大項目Ａ・Ｂが教科書のコンテンツを学ぶ傾向が強い
のに対して、大項目Ｃはそうではない。それは、生徒の
生活圏が、教科書にそのまま掲載されているケースはま
れであるからだ。この点が、他単元に比べて授業準備に
手間がかかる要因となり、授業を行ううえでネックであ
るという話も聞く。また、Ｃ（２）は、大学受験に出題
されることが少ないだろうという予測から、配当時数を
少なくしがちだという話も聞く。

しかし、高校を卒業した生徒たちは、成人であり主権
者として地域づくりに多少なりとも参画していく存在と
なる。Ｃ（２）は、生徒の将来を見据えて彼らが必要と
するさまざまな資質・能力を育むことができる絶好の単
元である。彼らの長い人生を考えれば、生活圏の課題を
発見し、仮説を立てて解決策を思案する経験を持つこと
は、必要不可欠である。すべての高校生が等しく学ぶ科
目「地理総合」であるからこそ、時間を割いてこの単元
は学ばせたいと筆者は考え、実践している。

では、授業者の負担を軽減しつつ、本単元の授業を円
滑にスタートさせるには、どうしたらよいのだろうか。
その解決策の一つとして紹介するのが、「地域見える化
GIS ジオグラフ」（以下、ジオグラフ）※の利活用である。

筑波大学附属高等学校 中村 光貴（なかむら・みつたか）

SDGsを「入口」とした
「地域見える化GIS ジオグラフ」の活用
－「生活圏の調査と地域の展望」の「問い」の設定
に焦点を当てて－

〈第10回〉ホップ ステップ GIS！
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図１ 「ジオグラフ」トップページ



次にジオグラフ活用の利点を挙げていく。河合（2023）
によれば、次のとおりである（抜粋、一部加筆）。

・すべてがメッシュマップ（日本全図では約10kmメッシ
ュ、それ以外では約1kmメッシュ）であり、日本全国を
俯瞰できる一方、市区町村単位で地域を選択し、詳細な
スケールでデータを閲覧することが容易である。

・やみくもに地域を例示することなく、特徴的な事例と解
説が掲載されており、高校生自身が主体的に学習を進め
ることができる。

・SDGsの観点から分類された項目が用意されている。

また、このほかに筆者が利点として挙げたいのは、

・任意の離れた２つの自治体を同時表示することができる。
・同じ自治体の異年次を同時表示することができる。

の２点である。ちなみにここでいう自治体とは、日本
の全都道府県・全市区町村＊のことである。このことか
ら、異なる自治体や異なる時代を比較することを通し
て、生徒の生活圏である地域の特徴を追究することが
可能になっている（本稿では ４  で具体的に説明する）。
このように、表示される地図を読みながら「地理的な見
方・考え方」を働かせて「問い」を設定して調査し、仮
説を設定して探究していく一連の学習の冒頭に使用する
のに適した教材であるといえる。もちろん、このような
WebGIS はほかにも存在するが、なかにはジオグラフに

比べて手順を多く踏む必要があるものもあり、直感的に
すぐに使用するのは難しい。その点、統計データが 3D
で表示され、SDGs のアイコンから地図にリンクするジ
オグラフは、生徒が興味を持ちやすいといえるだろう。

 SDGsを「入口」とした学習のステップ３
学習指導要領解説によれば、主に大項目Ｂ（２）「地球

的課題と国際協力」において、SDGs などを参考に、生
徒が持続可能な社会づくりの担い手になることにつなが
るような学習の主題を設定することが求められている。

「持続可能」というキーワードは、大項目Ｃでも用いら
れるものである。そこで私は、１年間の「地理総合」の
授業の中で、図４  に示したステップを踏んで、SDGs
を用いて課題解決に向かえるような学習課題を設定して
いる。

大項目Ｂでは、世界各地で起こる課題を解決するため
に、さまざまな側面からのアプローチが欠かせない。し
かし、最初から生徒みずからの力で地球的課題を多面的・
多角的に考察することは難しい。そこで SDGs をツール
として用いる。まずステップ①で SDGs を学んだ後に、
例えば特定の地球的課題に対して「Goal ２では何がい
えるだろうか」「Goal ９ではどうだろうか」といった具
合だ。生徒が今まで考えることのなかった側面から、課
題にアプローチさせる。つまり SDGs は、諸課題を見て
いく際の「入口」であるというイメージだ。これが、ステッ
プ②の「SDGsで学ぶ」段階である。

大項目Ｃでも同様である。地域の課題を洗い出す際に、
どうしても高校生目線になってしまうことがある。また、
はなから「この地域には課題はない」という生徒も出て
くるだろう。そこで SDGs を用いて、さまざまな側面か
ら地域の課題を浮き上がらせる活動を行わせている。筆
者は「SDGs は万能」とは決して考えていないが、高校
生という立場からは見えづらい側面を、彼ら自身の気付
きで見いだすことができるようになるのは大切であると
考えている。これが、ステップ③の「SDGs で学んだこ
とをいかして課題解決へ向けて行動する」段階である。

ステップ①「SDGsを学ぶ」

ステップ②「SDGsで学ぶ」

ステップ③「SDGsで学んだことをいかして
 課題解決へ向けて行動する」

＊区は東京23区のみ。
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図２ ジオグラフの使い方ページの様子

図４ SDGsを用いた学習のステップ（中村、2021）

図３ ジオグラフ「高校地理総合」のトップページ



 ジオグラフの「問い」出しへの活用４
Ｃ（２）「生活圏の調査と地域の展望」では、図５  の

ようなプロセスを経る学習が行われる。このなかで、生
徒たちにとって難しさを感じ、教員が指導のしにくさを
感じることの一つが、地理的な課題から導かれる「問い」
の設定であろう。

生活圏における地理的な課題を、生徒がすぐに見つけ
出すことはたやすいことではない。そこで  で触れた
ように、SDGs を「入口」として、地域の課題を見いだ
す活動を設定する。このような場面で、ジオグラフを使っ
てみることを提案したい。

ジオグラフで「高校地理総合」の「生活圏の調査と地
域の展望」を開くと、SDGs のアイコンとともにさまざ
まな統計データが結び付いたテーマが提示、説明されて
おり、その数は 60 以上用意されている。これらのテー
マから、２つほど事例を紹介する。

１つ目は、Goal10「人や国の不平等をなくそう」に
関連したテーマとして提示されている「10-01 進む国
際化」である。

近年、いわゆるインバウンドの外国人観光客のみなら
ず、身近な地域に外国人居住者が増加していることは、
生徒たちも感じていることだろう。生徒の生活圏におい
て、どのような場所に外国人の方が多く居住しているの
か、ジオグラフでは明快に表示される。
図６  では、人口 100 万都市である、宮城県仙台市（左）

と埼玉県さいたま市（右）の外国人人口（棒グラフの高
さで表示）と、メッシュごとの総人口（色で表示：赤色
は総人口 4,000 人以上を示す）を２画面併記で表して
いる。

両市とも、棒グラフの高さから外国人人口が多く、一
定の場所に集中しているように読むことができる。

次に 図７  は 図６  を 90 度回転させ、東から両市を
見ている状態である。この角度でグラフを読み取ると、
仙台市（左）では外国人人口が中心部に集中し、周囲に
行くに従って少なくなるのに対し、さいたま市では中心
部より南部（図では左方向）に外国人人口の重心が偏っ
ていることが読み取れる。

生徒自身によるこの図の読み取りから、例えば位置や
分布に注目させて「仙台市は外国人人口が中心部に集中
しているが、なぜ、さいたま市は南部に多いのだろう」「同
じ人口規模のほかの都市では、どのような分布になって
いるのだろう」と「問い」を出させたり、読み取り結果
を基に「多くの外国人居住者に対して、自治体はどのよ
うな行政サービスを行っているのだろう」といったさま
ざまな「問い」を出すことができる。

次いで、Goal11「住み続けられるまちづくりを」に
関連したテーマとして提示されている「11-07 郊外型
ショッピングセンターの成長」の事例を示す。

地域調査の「問い」の設定

仮説の設定

調査結果の分析と仮説の検証
情報整理，地図やグラフの作成

（
再
調
査
）

事前調査（デスクワーク）
文献・統計の収集，
地形図の読み取り

分
析
・
発
表

準

備

現地調査（フィールドワーク）
野外観察，聞き取り調査，
写真撮影，現地での資料収集

調査結果のまとめ・発表
レポートやポスターの作成

実

施
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図５ 地域調査の手順 『高等学校 新地理総合』p.221６

図６ 仙台市とさいたま市の外国人人口のデータを
南から見たジオグラフ（一部加工）

図７ 仙台市とさいたま市の外国人人口のデータを
東から見たジオグラフ（一部加工）
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図９  は、秋田県大仙市における 2014 年（左）と
1985 年（右）の小売業販売額（棒グラフの高さで表示）と、
その伸び率の変化（色で表示：赤色は伸び率 50％以上、
青色は伸び率マイナスを示す）を、２画面併記で表して
いる。

生徒自身によるこの図の読み取りから、場所の特徴に
注目して「なぜ 30 年間で商業が盛んな場所は移動した
のだろう」「どのようなところにショッピングセンター
は立地したのだろう」「小売業販売額が低下した場所は、
なぜそれを食い止めることができなかったのだろう」「こ
の 30 年間で、地域の人々の生活にはどのような変化が
あったのだろう」といったさまざまな「問い」を出すこ
とができるだろう。

学習指導要領のＣ（２）では「生活圏の地理的な課題
について、生活圏内や生活圏外との結び付き、地域の成
り立ちや変容、持続可能な地域づくりなどに着目」した
学習を展開することが求められている。ちなみに、紹介
した事例の前者は「生活圏内や生活圏外との結び付き」、
後者は「地域の成り立ちや変容」に着目した事例である
といえる。簡易な操作で、各地域の統計データを表示で
きるジオグラフでは、地理的な情報の位置や分布を把握
でき、時系列変化を追うことができる。これを基に「なぜ」

「どのように」といった「問い」を、生徒自身が作り出す
ことが可能となる。これらの「問い」を基に調査を行い、
最終的には、持続可能な地域づくりを考えるきっかけに
したい。

最後に「問い」について補足する。多くの生徒が不得
手とするのが「問い」を考える活動である。これに自信
を持ってもらうためには、質にこだわることなく、たく
さん出せるとよいと指導したい。グループワークで取り
組ませるのもよいだろう。ただし、まずは互いに「問い」

を評価し合うことはしないことが肝要である。評価され
ることで委縮してしまうからだ。

ジオグラフの読み取りから生まれたたくさんの「問い」
から、新たな「問い」が生まれることが往々にしてある。
そして、次の段階として、出された多くの「問い」をブ
ラッシュアップし、その後の調査に耐えうるものに仕上
げていく活動がある。具体的には、YES・NO で回答で
きる「問い」や、ジオグラフ以外の媒体で調べればすぐ
に答えが分かってしまうような「問い」は除外される必
要がある。ここには教員によるサポートや指導が必須に
なるだろう。

 まとめ５

本稿ではジオグラフの活用について、Ｃ（２）の地域
調査における冒頭の「問い」の設定の場面を事例として
紹介した。

大項目Ｃにおける、生徒の生活圏における諸資料を教
員が一から準備することは、時間的にも労力的にも難し
い。全都道府県・全市区町村のさまざまなデータを搭載
したジオグラフを用いて、生徒がみずから PC を操作す
ることで、SDGs を「入口」とした、持続可能な地域づ
くりのための探究活動をスタートさせることが可能とな
る。これは使わない手はない。また、前述のとおり、「地
理総合」のまとめであるＣ（２）は、生徒の将来にとっ
て必要不可欠な資質・能力を育む単元である。ぜひ時間
をかけて取り組ませたい。

このジオグラフは、 図５  にあるように「問い」の設
定に続く「事前調査」においても有効活用ができる。そ
して、調査を進める過程で、さらに詳細な統計にあたり、
ジオグラフのデータと比較する作業もできるようになる
と、資料活用の技能の向上が期待できる。

今回は「地理総合」のＣ（２）における事例紹介である 
が、「地理探究」のＣ（１）「持続可能な国土像の探究」や、 

「総合的な探究の時間」でもジオグラフの活用は有効で
ある。ぜひ活用することをおすすめしたい。

※「ジオグラフ」はこちらからご覧いただけます。
今回紹介した項目は、ジオグラフトップページ＞ 
ジオグラフをはじめる＞「高校地理総合」＞「生活圏
の調査と地域の展望」から選ぶことができます。☞
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図９ 秋田県大仙市の小売業販売額に関するジオグラフ


